
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■弥生時代後期     ～見えてきた弥生人のくらし～  

  この高台は見晴らしがよく、菊池川や玉名平野が 

一望できる絶好の場所でした…。 

 

●調 査 地：玉名市繁根木（旧玉名第一保育所園庭部） 

●調査期間：令和 3 年 1 月 25 日～5 月 12 日 

●調査面積：1024 ㎡ 

 遺跡は、市街地がある台地の南東端に位置しており、近

くには稲荷山古墳や伝左山古墳があります。     

今回の調査によって、弥生時代から現代に至るまで、土

地利用の変遷が少しずつわかってきました。 

  

 

繁
は

根木
ね ぎ

遺跡
い せ き

群
ぐ ん

 
 

～旧庁舎跡周辺急傾斜崩壊対策に伴う発掘調査～ 

 

玉名の遺跡 

シリーズ② 

 

弥生時代後期の遺構は、5 基確認されました。そのうち竪穴住居跡が 3 基あり、いずれもベッド状遺

構を有し、二本柱という典型的な住居でした。S17 は大型の住居であり、多くの土器が出土しました。  

 

 

青銅鏡（方格規矩
ほ う か く き く

鏡
きょう

） 

 

大正時代に当遺跡の石棺内

から出土したとされる鏡で、首

長間の交流を示す資料と考え

られています。【熊本博物館蔵】 

出典：『たたかいと祈りと』八代市

立博物館企画展示図録 1993 

 

伝左山古墳 

稲荷山古墳 

調査地 

（※稲荷山古墳は大部分が消失しています。） 

遺構配置図（弥生時代後期） 

 

竪穴住居跡（S52） 

 

住居跡出土の土器（S17） 

 

発掘現場から南側を望む 

 

【お問い合わせ】 

玉名市教育委員会 

文化課文化財係 

TEL:0968-75-1136 

 
bunka@city.tamana.lg.jp 
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■弥生時代終末～古墳時代前期      ～権力者の出現～ 

 東側の主体部で、盗掘された

ものと考えられます。 

2 号周溝墓の主体部 

 

一辺が 13～15ｍの方形周溝墓

で、2 つの主体部がありました。 

 

1 号周溝墓 

 

弥生時代後期は居住域でしたが、終末期になると墓域

へと変化していきます。調査区では、土壙
ど こ う

墓
ぼ

1 基、周
しゅう

溝
こ う

墓
ぼ

3 基が確認されました。しかし、ほとんどが盗掘され、

石棺
せ っ か ん

も割られている状況でした。先に紹介した鏡もこの

ような石棺に副葬されていたものと考えられます。 

  

 

土壙
ど こ う

墓
ぼ

（S90） 

 西側の主体部で、箱式石

棺（砂岩の板石）がわずかに

残っていました。 

 

一辺が 9ｍ四方の方形周

溝墓で、主体部は木棺
も っか ん

だった

と考えられます。 

 

円形に近い大きな周溝があり、直径は 20ｍ

程と想定されます。溝からは古墳時代前期の土

器が出土しており、祭祀を行っていたと考えら

れます。 

 

3 号の周溝内からは、安山岩板石 4

枚が並んだように出土しました。どん

な意味があったのでしょう？ 

 

3 号周溝墓 

 

「周
しゅう

溝
こ う

墓
ぼ

」とは？          

 円形や方形の溝をめぐらせたお墓で、溝の

内側に遺体を埋葬する主体部があるんじゃ！ 
遺構配置図（弥生終末～古墳前期） 

 

２号石棺 

 

１号石棺 
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陸橋 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

                          

 

 

 

 

昭和 54 年に実施された調査地北側の玉名市文化センター建

設に伴う発掘調査でも、このような地下式坑が 5 基確認されて

います。今回の調査で検出した遺構からは、素焼きの皿などが出

土しました。ここも寿福寺の寺域だったとみられます。 

 

古代の土坑 

 

 

■古代～中世        ～ 寿福寺の時代へ ～ 

961 年に大野氏により勧請
かんじょう

されたと伝わる繁根木八

幡宮の神宮寺
じ ん ぐ う じ

であったのが寿
じ ゅ

福寺
ふ く じ

です。寺院は今回の調

査地周辺にあったとみられますが、正確な位置はわかっ

ていません。今回の調査でも、寺院に伴う建物跡などは

確認されませんでしたが、地下式坑
ち か し き こ う

、土壙
ど こ う

墓
ぼ

、土坑
ど こ う

、溝

がそれぞれ1基ずつ確認されました。 

 

 

 

 

 
         

 824 年に開山
か い ざ ん

されたと伝わる天台宗
てんだいしゅう

の

寺院で高瀬
た か せ

五ヶ寺
ご か じ

の一つです。戦国時代の

戦乱で衰退
す い た い

しますが、江戸時代になり寺勢

を回復し、豪
ご う

潮
ちょう

が住職であった頃に最盛期

を迎えます。その後、再度寺勢は衰え、明

治の廃仏
は い ぶ つ

毀釈
き し ゃ く

によって廃寺となります。 

         

 垂直に竪穴を掘って出入り口とし、さらに横穴

の空間をもつ構造で、お墓や宗教的な施設という

説がある。関東や九州北部を中心にあるんじゃ。 

発掘調査の様子 

 

 

古代の土坑から出土した土器（皿など） 

 

 

検出された地下式坑 

出土した皿 

 

地下式坑の 

模式図 
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「地下式坑
ち か し き こ う

」とは？ 

 

「寿
じ ゅ

福寺
ふ く じ

」とは？ 

 

遺構配置図（中世） 

 

 



 

 

浮かびあがる、土地利用の変遷… 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

■近世～現代     ～地方行政、そして教育の場へ～ 

江戸時代になると、ここには藩によって玉名
た ま な

郡代
ぐ ん だ い

の詰所
つ め し ょ

が置かれました。郡代とは、惣
そ う

庄屋
じ ょ う や

などの役人

を指揮して郡全体を治める役職で、御蔵
お く ら

米
ま い

の管理、治水
ち す い

の指導監督なども行っていました。 

 調査では、郡代詰所の関連施設と考えられる井戸跡や排水用の石組み（暗渠
あ ん き ょ

）、三和土
た た き

が施された土坑

などが確認されました。 

 

 

 

 

 

 

井戸跡 

 

 

明治以降は、公会堂、図書館などの公共関連施設が建てられ、昭和 48 年 4 月から令和 2 年 8 月ま

では、玉名第一保育所がありました。調査では、公会堂とみられる建物の基礎跡が検出され、調査区南

端部では、太平洋戦争中の防空壕が崩落した状態で確認されました。この地の歴史を物語っています。 

 

 

  

 

遺構配置図（江戸時代） 

 

 

遺構配置図（明治～昭和時代） 

 

太平洋戦争中の防空壕跡 

 

三和土
た た き

がある土坑（S８０） 

 

石組みの暗渠
あ ん き ょ

 

 

公会堂の基礎跡 
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防空壕跡出土の統制
と う せ い

陶器
と う き

 

 

※防空壕跡は、調査区東側の崖

面にも数基残存しています。 

 


